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１． 次の不等式を解け。【各５点】 

 (1) 2 3 6 5x x− +≧        (2) 
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２．次の方程式・不等式を解け。【各５点】 

 (1) 1 2x x+ =           (2) 1 7x −    

 

 

類題 ※まちがい１問につき類題を１問以上やってくること。○つけも忘れずに。 

１． →リード問題集「数学Ⅰ」P.20－８  (2) →P.22－１４ 

２．（１）⇒P.24－２３ （２）⇒P.24－２４ 

 

 

＜Challenge!!＞ 

(1) 次の方程式 4 3 2x − − =  解け。 

(2)不等式2 5( 1)x a x+  − を満たす xのうちで、最大の整数が４であるとき、定数aの値 

の範囲を求めよ。  

 

＜角度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜算数クイズ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



チェックテスト ４／５（金）解答 

 

１． 不等式【各５点】 

 (1) 2x −≦        (2) 
8

2
3

x ≦     

 

 

２．絶対値の方程式・不等式①【各５点】 

 (1)  1x =         (2) 6 8x−      

 

＜Challenge!!＞ 

(1) 1 3 5 9x = − ，　，　，　    (2) 7 10x ≦  

 

 

＜角度＞ 102°(+5 点) 

 

＜算数クイズ＞(+5 点ずつ) 

（１）（あ）１ （い）２２ 

（２）121：49 

（３）（う、え、お、か）＝（２、３、７、42）or（２、４、５、20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜算数クイズ＞＠解説＠ 

（１）あ 

年度問題。 

2023÷23＝87…22 

余りが 22ということは、2023＋１＝2024は 23の倍数。 

  

2024が 23の倍数だから、2024×2024も 23 の倍数。 

2024×2024÷23の余りは０。 

１辺 2024の正方形から青い領域を除外する。 

１個の〇を除外すると、余り０から１つ減るので余り 22、 

２個の〇を除外すると、余り０から２つ減るので余り 21になる。 

https://sabotensabo.com/wp-content/uploads/a2023kaiyo1c.jpg


 

2023÷23の余りが 22 だったから、青い領域は余り 22＋余り 22＋余り１＝余

り 45 

45÷23＝１…22→余り 22 

余り０（余り 23）から 22を除外して余り１。 

https://sabotensabo.com/wp-content/uploads/a2023kaiyo1d.jpg


い 

 

2023を３回かけた数（2023×2023×2023）は、１辺 2023の正方形が 2023

個ある。 

おのおのの正方形を 23で割った余りは１だから、この数を 23で割った余り

は 2023である。 

つまり、2023を３回かけた数の余りは 2023を１回かけた数の余りと同じ

22！ 

整理すると、2023×2023⇒2023（余り 22）を 2023回かけて余り１。 

2023×2023×2023⇒2023×2023（余り１）を 2023回かけて余り 22。 
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2023×2023×2023×2023⇒2023×2023×2023（余り 22）を 2023 回かけて

余り１…。 

2023を奇数回かけると余り 22で、偶数回かけると余り１である。 

2023を 2023回かけた数の余りは 22。 

（２） 

必答問題。 

 

隅に寄せる。 

△ＡＢＣの面積比は、11×11＝121 

寄せた部分は、８×９＝72 
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斜線部分は、121－72＝49 

△ＡＢＣ：斜線＝121：49 

（３） 

分子が１の単位分数。 

 

〔う＝え＝お＝か〕の場合は、１＝１/４＋１/４＋１/４＋１/４ 

〔う＞え＞お＞か〕なので、１/〔う〕は１/４よりも大きい数でなくてはなら

ない。 

→〔う〕は２か３。 

 

〔う〕＝２とする。 

１/２の次に大きい単位分数である１/３で１/２を分解してみる。 

１/２－１/３＝１/６ 
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同じ要領で１/６を次に大きい１/７で分解する。 

１＝１/２＋１/３＋１/７＋１/42 

*ある単位分数は１個下の単位分数を使って必ず分解できる。 

１/６－１/７＝１/42→１/６＝１/７＋１/42 

１/７－１/８＝１/56→１/７＝１/８＋１/56 

１/８－１/９＝１/72→１/８＝１/９＋１/72 
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もう１組が厄介(´～`) 

 

試しに〔う〕＝３を入れてみると、うまくいかない。 

３つ目までの和で分子が分母の 75％を超えないといけないが、 

頑張って探しても無い…。 

〔う〕＝２しかないのでは？ 

 

先ほどの１/３＋１/６を１/４＋１/４に変えて、１/４を分解すると成り立つ。 

例：（う、え、お、か）＝（２、３、７、42）（２、４、５、20） 
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